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施
設
の
長
寿
命
化
活
動
に
対
し
て
追
加
的
支
援

■
共
同
活
動
支
援
交
付
金
に
つ
い
て

市
町
村
と
協
定
を
締
結
し
た
活
動
組
織
を

支
援
対
象
と
し
て
、
地
域
共
同
で
行
う
水
路

の
草
刈
り
、
泥
上
げ
、
農
道
の
砂
利
補
充

等
、
資
源
の
日
常
の
管
理
と
農
道
脇
へ
の
花

の
植
栽
等
、
農
村
環
境
の
向
上
に
資
す
る
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

■
向
上
活
動
支
援
交
付
金
に
つ
い
て

共
同
活
動
支
援
に
取
り
組
む
活
動
組
織
及

び
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
集
落
協

定
を
締
結
し
て
い
る
集
落
を
対
象
に
、
農
地

周
り
の
水
路
（
必
須
）
に
加
え
、
活
動
計
画

に
位
置
付
け
た
農
道
、
た
め
池
に
お
け
る
長

寿
命
化
の
た
め
の
補
修
・
更
新
等
の
活
動
に

対
し
て
支
援
し
ま
す
。

・
実
施
期
間
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
27

年
度
ま
で
の
５
年
間
で
す
。

・
交
付
金
の
単
価
は
、

田
４
，
４
０
０
円/

10
ａ
、
畑
２
，
８
０
０
円/

10
ａ
、
草
地
４
０

０
円/

10
ａ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
詳
し
く
は
、
当
セ
ン
タ
ー

指
導
課
指
導

班
、
又
は
各
市
町
村

農
地
・
水
保
全
管
理
支
払

交
付
金
担
当
者
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
」

【
指
導
課

指
導
班
】

た
め
池
等
整
備
事
業

島
尻
地
区の

紹
介

「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」
か
ら
「
農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
交
付
金
」
へ

魚
津
市
島
尻
地
区
は
、
平
成
22
年
度
か

ら
、
た
め
池
等
整
備
事
業
と
し
て
着
手
し
ま

し
た
。
本
地
区
は
、
黒
谷
頭
首
工
に
よ
り
片

貝
川
か
ら
取
水
し
て
い
る
宮
谷
用
水
路
の
改

修
で
あ
り
、
土
砂
崩
壊
の
防
止
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

こ
の
水
路
は
、
土
水
路
区
間
が
１
６
８
０

年
代
に
築
造
さ
れ
て
お
り
、
平
成
9
年
度
に

は
、
た
め
池
等
整
備
事
業
片
貝
地
区
に
て
一

部
の
区
間
で
暗
渠
化
が

な
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
他
の
区
間
に
お
い
て

３
３
０
年
前
に
築
造
さ
れ
た
水
路

平
成
19
年
度
か
ら
農
地
・
水
環
境
の
良
好

な
保
全
と
そ
の
質
の
向
上
を
図
る
対
策
と
し

て
、
「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」

が
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
農
業
用
用
排

水
路
等
の
老
朽
化
が
進
む
中
、
施
設
の
長
寿

命
化
対
策
の
強
化
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。そ

の
こ
と
か
ら
、
農
業
者
戸
別
所
得
補
償

制
度
の
本
格
実
施
に
関
連
し
て
見
直
し
を
行

い
、
こ
れ
ま
で
の
資
源
保
全
の
た
め
の
共
同

活
動
へ
の
支
援
に
加
え
、
老
朽
化
が
進
む
農

地
周
り
の
水
路
、
農
道
等
の
長
寿
命
化
の
た

め
の
補
修
・
更
新
等
を
行
う
集
落
を
追
加
的

に
支
援
す
る
「
向
上
活
動
支
援
交
付
金
」
が

平
成
23
年
度
か
ら
拡
充
さ
れ
、
事
業
名
称
も

「
農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
交
付
金
」
に
変

更
さ
れ
ま
し
た
。

み ど り

共
同
活
動
で
行
っ
て
い
る
ヒ
メ
イ
ワ
ダ
レ
ソ
ウ
の

植
栽
（笠
破
地
域
環
境
保
全
委
員
会
）

新
規
地
区
紹
介

経
営
対
育
成
基
盤
整
備
事
業

舟
川
新
地
区

農業農村整備広報・広聴連絡会

も
、
平
成
18
年
度
に
法
面
崩
壊
に
よ
る
水
路

の
閉
塞
が
あ
り
、
通
水
不
能
と
な
る
被
害
が

発
生
し
、
そ
の
後
も
落
石
が
頻
繁
に
発
生
し

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
引
き
続
き
水
路
を

暗
渠
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
測
量
設
計
を
行
っ
た
後
、
工
事

に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

【
農
村
整
備
課

水
利
防
災
班
】

舟
川
新
地
区
は
、
経
営
体
育
成
基
盤
整
備

事
業
に
て
、
ほ
場
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
、
本
年
度
か
ら
測
量
設
計
に
取
り
か
か

り
ま
す
。

当
地
区
は
、
朝
日
町
と
入
善
町
の
境
界
に

位
置
し
、
明
治
30
年
代
に
耕
地
整
理
事
業
で

10
ａ
の
区
画
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
耕

地
整
理
事
業
は
、
20
代
の
二
人
の
若
者
を
中

心
に
、
耕
地
整
理
と
あ
わ
せ
、
散
居
集
落
を

形
成
し
て
い
た
住
居
の
移
転
も
行
う
総
合
的

な
事
業
と
し
て
、
全
国
に
先
駆
け
て
集
落
住

民
の
総
力
に
よ
り
成
し
遂
げ
ら
れ
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
地
元
住
民
に
よ
る
景
観
形
成

活
動
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
春
に

は
、
雪
山
、
桜
、
菜
の
花
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

の
四
重
奏
、
秋
に
は
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
を

見
に
、
多
く
の
方
が
訪
れ
る
絶
好
の
写
真
撮

影
ス
ポ
ッ
ト
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

本
事
業
で
は
、
用
排
水
路
等
の
老
朽
化
が

著
し
い
こ
と
や
狭
小
な
農
地
で
あ
る
た
め
、

平
成
23
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
に
か
け
て
、

大
区
画
ほ
場
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生

産
性
を
向
上
し
、
将
来
に
わ
た
り
優
良
農
地

を
維
持
・
保
全
す
る
と
と
も
に
、
経
営
体
組

織
に
よ
る
農
業
経
営
を
さ
ら
に
進
め
、
地
域

農
業
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

【
農
村
整
備
課

農
地
整
備
第
一
班
】

雪
山
、
桜
、
菜
の
花
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が

色
め
く
舟
川
新
地
区
の
四
重
奏
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よ
り
下
流
側
を
「
滑
川
東
部
地

区
」
、
平
成
23
年
度
か
ら
大
崎

野
用
水
よ
り
上
流
側
を
「
滑
川

東
部
２
期
地
区
」
と
し
て
、
地
域
一
丸
と
な

っ
て
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
（
土
地

総
）
を
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

営
農
状
況
と
し
て
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
中

滑
川
東
部
土
地
改
良
区
は
、
滑
川
市
の
旧

東
加
積
村
及
び
山
加
積
田
林
、
中
加
積
安

田
、
北
加
積
の
金
屋
、
杉
本
の
一
部
を
包
含

す
る
団
地
で
、
こ
の
地
域
の
区
画
整
理
に
併

せ
排
水
路
施
設
の
改
善
と
維
持
管
理
並
び
に

農
道
の
維
持
管
理
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
43

年
か
ら
昭
和
54
年
ま
で
の
12
年
か
け
て
団
体

営
ほ
場
整
備
事
業
を
行
い
、
現
在
は
受
益
面

積
４
１
５
㌶
、
組
合
員
数
４
０
５
名
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

地
形
的
に
は
早
月
川
扇
状
地
の
扇
頂
部
に

位
置
し
、
河
岸
段
丘
に
よ
り
地
形
勾
配
の
強

い
地
域
で
あ
り
、
幹
線
用
水
路
の
延
長
は
80

㎞
で
す
。
用
水
路
は
、
自
然
圧
に
よ
る
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
方
式
を
と
っ
て
い
ま
す
が
施
工
後

約
40
年
以
上
が
経
過
し
用
水
路
本
体
の
摩
耗

・
破
損
や
継
手
部
な
ど
か
ら
の
漏
水
が
顕
著

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
水
管
理
に
支
障

が
生
じ
大
変
苦
慮
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
状

況
を
受
け
て
平
成
21
年
度
か
ら
大
崎
野
用
水

心
と
し
た
良
質
米
の
生
産
と
転
作
作
物
で
あ

る
大
麦
、
大
豆
、
ネ
ギ
の
生
産
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
新

規
就
農
者
の
減
少
、
担
い
手
不
足
な
ど
に
対

す
る
新
た
な
対
応
が
近
年
の
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
経
営
体
事
業
を
契
機
と
し
て
担
い
手

へ
の
農
地
集
積
の
加
速
化
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

当
土
地
改
良
区
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

今
年
か
ら
「
土
地
改
良
区
だ
よ
り
」
を
発
行

し
土
地
改
良
区
の
運
営
や
役
割
等
を
Ｐ
Ｒ
し

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
更
に
、
ふ
る
さ
と
の
環
境
を
育
ん

で
い
る
こ
の
よ
う
な
資
源
を
大
切
に
守
り
育

て
る
こ
と
を
通
じ
、
新
た
な
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
豊
か
で
住
み
よ
い
農
村
づ
く
り
を
目
指

し
、
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
み
ん
な
の

理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
積
極
的
に
活
動

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
事
務
員

島

麻
衣
子
】

土
地
改
良
区
紹
介滑

川
東
部
土
地
改
良
区

3
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
か
ら
三
ヶ

月
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

仮
設
住
宅
の
必
要
数
の
確

保
や
被
災
個
所
の
復
旧
な

ど
、
未
だ
に
復
興
の
兆
し
が
見
え

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
お

い
て
も
、
こ
れ
か
ら
訪
れ
る
夏
の

電
力
需
要
を
確
保
で
き
な
い
恐
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
一
層
の

節
電
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
色
々
な
問
題
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
今
ま
で
以
上

に
手
と
手
を
合
わ
せ
て
国
民
み
ん

な
で
協
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

【n
a
k
a
s
h
i
m
a

】

４
月
か
ら
新
川
農
林
に
赴
任
し
て
い
ま
す

長
谷
と
申
し
ま
す
。
新
川
勤
務
は
初
め
て
で

も
あ
り
浅
学
で
す
が
、
少
し
新
川
管
内
の
文

献
を
読
ん
で
み
ま
し
た
。
美
し
く
見
事
に
整

備
さ
れ
た
田
園
風
景
の
中
に
、
先
人
達
が
厳

し
い
自
然
と
対
峙
し
て
、
闘
っ
て
き
た
歴
史

を
か
い
ま
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
冷
水

と
砂
質
浅
耕
土
を
克
服
す
る
た
め
に
実
施
さ

れ
た
全
国
初
の
流
水
客
土
事
業
と
そ
の
技
術

を
極
め
推
進
し
た
伊
東
森
作
技
師
、
明
治
30

年
代
に
朝
日
町
舟
川
新
地
内
で
全
国
に
先
駆

け
て
取
り
組
ま
れ
た
耕
地
整
理
事
業
や
昭
和

７
年
に
完
成
し
た
愛
本
堰
堤
な
ど
。
ま
た
、

農
業
で
は
旧
加
積
村
で
リ
ン
ゴ
栽
培
を
導
入

（
明
治
38
年
）
し
た
富
居
太
次
郎
氏
、
明
治

16
年
か
ら
の
品
種
導
入
と
古
い
歴
史
を
持
つ

入
善
ジ
ャ
ン
ボ
西
瓜
な
ど
、
新
川
管
内
の
人

々
に
は
新
進
気
鋭
の
感
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
先
人
達
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
あ

っ
て
初
め
て
現
在
の
新
川
地
域
の
平
野
が
成

り
立
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
新
た
に
し
た

次
第
で
す
。
平
成
26
年
に
は
念
願
で
あ
っ
た

北
陸
新
幹
線
が
開
通
す
る
予
定
に
な
っ
て
い

◎
と
や
ま
の
農
山
村
写
真
展

農
業
生
産
基
盤
、
地
域
の
歴
史
、
伝
統
文

化
が
調
和
し
た
美
し
い
景
観
」
の
広
が
る
農

山
村
の
素
晴
ら
し
さ
や
大
切
さ
を
広
く
県
民

の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
啓
発
活
動
の
一

環
と
し
て
、
「
と
や
ま
の
農
山
村
写
真
展
」

の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

・
5
月
10
日
（
火
）
～
11
月
15
日
（
火
）

■
対
象
者

・
一
般
部
門:

ど
な
た
で
も
応
募
可
能

・
ジ
ュ
ニ
ア
部
門:

高
校
生
（
18
才
）
以
下

■
応
募
・
問
合
せ
先

・(

社)

富
山
県
農
林
水
産
公
社
設
計
管
理
課

℡

0
7
6
-
4
4
1
-
7
3
9
7

■
そ
の
他

・
作
品
募
集
規
定
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

と
や
ま
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
案
内
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

「
と
や
ま
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
a
f
f
.
o
r
.
j
p
/
t
a
n
a
d
a

/
t
a
n
a
d
a
.
h
t
m

イ
ベ
ン
ト
情
報

ま
す
が
、
21
世
紀
に
入
り
、
更
に
豊
か
な
新

川
地
域
と
農
林
業
の
振
興
を
目
指
し
て
、
セ

ン
タ
ー
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
各
種
施
策
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

【
長
谷

則
明
】

「就
任
し
ま
し
た
」所

長
挨
拶

作
品
募
集

地
区
内
か
ら
見
え
る
眺
望

当センターのホームページは下記のURL

からご覧いただけます。

http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1630/index.html

～水と大地の恵みを活かした清流の里づくり～

新川農林振興センター

5
月
26
日(

木)

朝
日
町
の
棚
山
フ
ァ
ミ
リ

ー
ラ
ン
ド
に
て
「
第
12
回
と
や
ま
森
の
祭

典
」
が
開
催
さ
れ
、
農
林
業
関
係
者
や
一
般

の
方
な
ど
約
２
，
０
０
０
人
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

会
場
に
は
多
く
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
設
け

ら
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
農
林
業
を
紹
介

す
る
ブ
ー
ス
と
土
地
改
良
を
紹
介
す
る
ブ
ー

ス
「
た
め
池
と
農
業
用
水
展
」
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

「
た
め
池
と
農
業
用
水
展
」
で
は
、
会
場

と
な
っ
て
い
る
棚
山
池
の
歴
史
や
管
内
の
土

地
改
良
施
設
な
ど
を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル
を
設

第
12
回
と
や
ま
森
の
祭
典
で
土
地
改
良
を
Ｐ
Ｒ

置
し
、
地
元
の
棚
山
用
水
組
合
か
ら
平
澤
さ

ん
と
七
澤
さ
ん
に
お
手
伝
い
を
い
た
だ
き
、

富
山
県
知
事
や
朝
日
町
長
を
始
め
、
た
く
さ

ん
の
方
に
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
他
に
は
、
富
山
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連

合
会
の
ブ
ー
ス
も
設
置
さ
れ
、
朝
日
町
土
地

改
良
区
の
紹
介
パ
ネ
ル
や
流
速
計
な
ど
計
測

機
器
類
の
展
示
及
び
試
験
計
測
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

【
指
導
課

計
画
班
】

説
明
を
す
る
七
澤
さ
ん
と
平
澤
さ
ん

がんばろう日本！


